
今年は、震災３０年を迎えた年、昭和４５

年から５０年ぶりの大阪万博開催と記念す

べき年です。

また、記録的な例年にない猛暑・豪雨・水

不足と想定できない気象の続く年となって

います。各種行事においても実施に際して

気を揉む状況でした。その中で、いつも元

気な神出中学校の生徒たちの元気な姿・演

奏に元気づけられました。何かと厳しい状

況が続く世の中になっていますが若い力の

大きさに大変感謝しています。

これからの令和７年度年度後半の行事にお

きましても、中学生の若い力頂き盛り上げ

ていってもらいたいと思っています。

残暑厳しい状況でありますが、皆様方には

ご健勝のこととお慶び申し上げます。

令和7年度も早、前半が過ぎようとしてい

ますが、猛暑の中での夏祭り、七夕祭りに

ご協力を頂き無事実施することが出来まし

たこと大変感謝しております。
神出町の皆様方には各種諸活動に

　　ご理解とご協力を頂きまして

　　　　　誠にありがとう

　　　　　　　　ございました。

今後の活動に皆様方のご理解と

ご協力を引き続きたまわれますよう

                              お願いいたします。

        まだまた残暑が続きますが体調には

                                             十分気をつけてお過ごしください。
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 いっぱいの

いのち バッタ・ダンゴムシ・ヤゴ

トンボ・アメンボ・カマキリ

チョウ・カエル・メダカ・エビ

カナヘビ・スズムシ・朝顔・ミニトマト

ホウセンカ・トマト・きゅうり・ズッキーニ・向日葵

マリーゴールド・キャベツ・糸瓜・にがうり…

宝宝 神出小学校

自信 放課後や休日に学校で練習するサッカー・

空手・野球を表彰できました。特に、野球は、

20チーム以上ある西区代表として、神戸市大会

ベスト８まで勝ち上がりました。朝会で、パス

や型を披露する子どもたちは自信に満ちて堂々

としています。見守る全校生は、いつもとちが

う友だちの動きを真剣に見つめます。私は、こ

の時間も神出の【宝】やなあと強く考え　　　　

　　　　　　　ています。

神出中生神出中生神出中生
神戸市立神出中学校 校長　　金子 博之

いつも中学生たちを包み込むように

温かく見守ってくださり、本当にあ

りがとうございます。神出の皆様方

のおかげで、生徒たちは元気に過ご

しております。

 ４月に81回生を迎え、総勢78名で

スタートしました。１学期は、全校

生徒による歓迎遠足、２年生の大

阪・京都への宿泊行事、３年生の東

京方面での修学旅行、どれも笑顔あ

ふれる活動ができました。

２学期も体育会や文化祭、トライやるウィ

ークなどの行事で生徒が躍動します。地域

の方々にもぜひ、中学校に足を運んでいた

だき、生徒の元気な姿を見ていただければ

幸いです。今後もどうぞよろしくお願いい

たします。

「神出っ子隊」としてボランティア活動においては、児童館

での活動以外にも、神出町夏まつり、七夕まつりでも活躍の

場を与えていただきました。様々な人たちと交流ができて、

嬉しく思います。神出の子供たちにとって大切な縦のつなが

りもよく見られています。神出の素敵な雰囲気は、この風景

だけでなく、神出の人たちのあたたかい心が作り上げている

のだと実感しています。

子どもたちは、春夏にこんなに多く

の『いのち』と触れ合いました。特

に、カナヘビは六学年が世話をする

ほど大人気。一年生は一時、黒いイ

モムシ(何に育ったの？)までかわい

がっていました。

『いのち』をまっすぐ見つめる子どもがたくさんいる

ことは神出の【宝】の一つです。

人の輪 幼稚園の壁画を描いてくださった小野高等学校美術部のみなさ

ん。本当にありがとうございます。外壁・遊戯室が新たな『いのち』をい

ただきました。炎天下での制作中に、労いの声をかける・差し入れをくだ

さる地域の方々が何人もおられます。

神戸市立神出小学校 校長　　西岡 正樹

神出っ子全員が、卒業までに　

　一回以上、

全校生の前で

表彰される夢

も叶えられるよう工夫します。

＝【宝】

六年生は、朝会の司会や毎朝の校旗揚げなどに

丁寧に取り組み、伝統＝【宝】を創っています。

放課後遊びや夏休み幼稚園開放も始めました。

保護者・地域のみなさま。幼稚園の部屋を、地域

の活動などにぜひご活用ください。

保護者・地域のつながりも、神出の【宝】です。

二学期からも、神出小学校・神出幼稚園から

【宝】が生まれ、広がることを願い、教育活動を

進めます。

元気に元気に元気に 活動してい
ます

活動してい
ます

活動してい
ます



乳幼児対象の子育てひろば「かんでっ子」を毎月第3水

曜に児童館や自然教育園にて実施しています。5月の自

然教育園でのじゃがいも掘り・いちご観察、6月の手

形・足形では手足にインクを塗り名前を書いた台紙に手

形足形を付けました。皆さん大変楽しそうに参加されて

います。ただ、少子化のため参加者が非常に少ないです

ので乳幼児親子の方々の参加よろしくお願いします。

民生委員児童委員協議会（民児協）の近況

乳幼児対象乳幼児対象
　6月　手形・足形子育てひろば「かんでっ子」子育てひ

ろば「かんでっ子」

（毎月第3水曜日実施）

　　　学期初めには保護者の皆様にもご協力

　　　いただき、体育会に向けた校内清掃を

実施いたします。10月の体育会では保護者競

技「玉入れ」、文化祭では恒例の「お茶会」

をPTA主催で開催予定です。どちらとも、子

ども達からも好評で、神出中学校の思い出に

残る活動の１つとして考えておりますので、

多数のご参加をお待ちしております。

今後とも、子ども達が安心した学校生活を送

りつつ、1つでも多くの思い出が作れるよう

な活動をして参りますので、引き続きPTA活

動への積極的なご参画と、ご理解・ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

PTAでは昨年より活用させていただいている「す

ぐーる」での配信が浸透し、活動の効率化による

会議回数の削減と会議時間の短縮を進めておりま

す。活動におきましては、従来通り６月に通学路

調査を実施し、危険箇所の調査および街路樹の剪

定依頼など、子ども達が安心して学校生活が送れ

るよう取り組んでおります。

七夕まつりでは、吹奏

楽部も加わって盛大な

演奏会を披露してくれ

ました。PTAといたし

ましても地域の方々と

協力し、会場準備や楽

器配送等の支援をさせ

ていただきました。

 神出地区民生委員児童委員協議会　　正井 樹

ひとり暮らしの高齢者対象の「ふれあい会食会」

（毎月第1火曜）は毎月実施しています。調理を

し皆様に食事を提供させて頂いております。密

にならないため教室形式のテーブルの配置とし

ています。参加者のうち希望者は神出の4つの老

人施設の送迎付きです。じゃがいも掘り5月 5月いちご観察

どなたでも参加できる「ふれあい喫茶」では密にならないた

め壁・窓・人の背中を見てのテーブルの配置となって

います、あまり宣伝はしていませんが最近ランチを

食する方が増えており民児協として嬉しく思っています。 皆で歌おう

毎月の食事後のレクリエーションでは音楽ショー、神戸市の出

前トーク、認知症ささえあい推進事業の言語聴覚士さんや看護

士さんの等の話しに聞き入っておられました。

　　　和7年度におきましても教職員の皆様方

　　　をはじめ、本部役員の皆様、保護者の皆

様、地域の皆様のお力をお借りしながら、順調に

年間行事を進めることが出来ております。

神出中学校PTAの近況報告 神戸市立神出中学校 PTA会長　　前田 猶也

神出町夏祭り
夏休み中に開催された

神出町夏祭りでは、

神出っ子隊がボランテ

ィア活動やバンド演奏

で大活躍!!

七夕まつりまつり

２

令



あんしんすこやかセンター
について

あんしんすこやかセンター
について

心身の衰えによる生活不安への相談、認知
症の相談や成年後見制度の利用支援、高齢
者虐待や消費者被害の予防の相談、介護保
険制度の情報提供を行っています。
 神出町内でも消費者被害に遭われた方から
センターに相談があり、警察や神戸消費生
活センターに連絡し、対応しています。

介護リフレッシュ教室を開催

自治会の皆様や民生委員の皆様など、
地域団体の方々と連携して、地域住民
間で見守り支え合えるコミュニティづ
くりを支援しています。
神出町では、各地区でいきいき百歳体
操の教室が立ち上がっています。教室
の立ち上げや継続していけるような相
談に乗っています。

介護をしている家族様向けに、日頃の介護で
の悩みや体験を話し合い、交流できる教室を
行っています。
神出町では、概ね２カ月毎に、神出地域福祉
センターにて開催しています。

今回はあんしんすこやかセンターの
仕事についてご紹介したいと思います。

令和7年3月9日の西消防署と神出支団が連携して消火活

動を行う林野火災訓練では中学校のグランドに集結。雌

岡山お旅付近の林野において火災が発生の想定で、麓か

ら約800mポンプ5台、ホース40本、山頂から約440mポ

ンプ1台、ホース22本を繋ぎアクシデントが起こっても

対処できるよう連携をとり案全、確実、早く行動ができ

るよう訓練を行いました。

令和7年4月7日には令和6年度の表彰伝達式及び神出支

団ポンプ操法競技会を神出小学校で行いました。

 西消防団神出支団　副支団長　　髙野 和也西消防団神出支団活動状況

今後の活動ですが、神出ウォーク、年末特別警

戒等があります。令和8年度には兵庫県ポンプ

操法競技会に神出支団が出場します。

今、その準備を進めているところです。

平素は消防団活動に御理解

　　御協力いただきありがとうございます。

神出あんしんすこやかセンター　保健師

加藤 慶子

平素は、神出あんしんすこやかセンターの
業務にご理解とご協力いただき誠にありが
とうございます。

地域の方や医療機関の方など
の関係機関と連携をして身近
な地域で高齢者を支援する体
制づくりを行っています。
神出町では、年1回程度地域ケ
ア会議を開催し、連携を行っ
ています。

高齢者に関する介護等の相談窓口

関係機関との連携

１

２

３　　 介護保険の
認定申請の手続き
や介護保険サービ
スの利用の調整

地域での支え合い活動の支援４

５

新入団員の基礎教育3人、（事前研修）を神出支団で

行い消防学校での講習も終わりました。

また、神出町夏祭りでは交通整理に当たりました

が、車での来場者の方が多数であり、駐車スペース

が少ない場所なので事故やトラブルが発生しないよ

う体育委員と連携をとりながらの活動でした。



神出町の活性化に

　　　　　　　　　
今後も神出町の活性化のためワクワクするようなイベントやプロジェクトを企画いた
しますので、ご指導・ご支援・ご協力を賜ります様よろしくお願い申し上げます。

熱意‼熱意‼

7月5日に兵庫楽農生活センターにて開催しました。
「KANDE ファミリーサマーフェス」へはたくさん
家族連れの方々に参加していただきました。
ポイポイバトラー（水鉄砲大会）では先着20チーム
の枠に42チームの応募があり32チームに枠を増やし
開催。神出小学校や神出中学校の子ども達も参加し
ていただき大いに盛り上がりました。
また、ステーキハウス秀の１万円分のお食事券や
米10kg、神出産野菜などが当たる目玉のくじ引き大
会では300人ほどの方が並ばれる大盛況の結果となり
ました。

ＫＡＮＤＥファミリーサマーフェス

愛称決定に当たり、子ども達にも簡単に覚え

てもらえる様なコンパクトな愛称にさせてい

ただきました。

　Ｋａｓｓｅｙ（かっせい）かんで

神出町の活性化におきまして

愛
称決

定！
愛
称決

定！

小学生の年代から子ども達には

神出町の事をもっと知ってもら

い、神出町に関心を持ってもら

いたいと思い活動しています。

神出町活性化プラン推進委員会　　金井 大輔

神出町活性化プラン推進委員会では、

積極的に取り組みます。　　　　　　　　　
神出町が今までしてこなかった事、出来なかった事を

神出スポーツクラブでは、神出小学校を
拠点に少年野球・少年サッカー
空手道・ヤングバレー・家庭バレーの
5つのクラブが活動中!!

Topic神出スポーツクラブ神出スポーツクラブの紹介の紹介 特集

少年野球少年野球少年サッカー少年サッカー

空手道空手道ヤングバレーボールヤングバレーボール

ヤングバレー：

空手道：
少年サッカー：

少年野球：
家庭バレー：

（月・水・木）18:30 - 20:30
（土・日）9:00 - 12:00
（火・金）18:30 - 20:30
（土・日）日中
（土・日）日中
（土）18:30 - 20:30

神出小学校 グラウンド・体育館他にて活動しています神出小学校 グラウンド・体育館他にて活動しています

※参加は小学校または各クラブへの連絡を受け付けております

各クラブみなさんのご参加をお待ちして
おります



神出出張所長　　大寺直秀

神戸市では「自然豊かな農村部と都市部との距離が近い神戸

ならではの里山暮らし」を推進しています。

農村地域への移住や起業を促進するため、平成27年以降、

順次、関係法令の規制緩和を実施しています。

移住者への支援策としては、「空き家バンク」を設置

しています。

各地域の自治会長が「空き家おこし協力隊」とし

て、空き家の所有者に活用を働きかけ、「農村定住促

進コーディネーター」が移住希望者に対し、寄り添

いながら対応しています。

また、「移住・起業ワンストップ相談窓口」を設置

し、手続き費用の一部助成なども実施しています。

生まれ育った地域を守っていくために

生まれ育った神出を守っていくため

これらの制度をご活用ください。






